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倉
敷
市
議
選
に
６
名
を
公
認 

 

１
議
席
増
を
め
ざ
す 

 
公
明
党
岡
山
県
本
部
は
九
月

八
日
、
倉
敷
市
役
所
内
に
お
い

て
明
春
の
倉
敷
市
議
選
（
定
数

四
十
三
）
の
公
認
候
補
予
定
者

六
名
に
つ
い
て
の
記
者
発
表
を

行
っ
た
。
（
候
補
者
に
つ
い
て

は
別
掲
。
裏
面
に
紹
介
記
事
） 

 

記
者
発
表
の
冒
頭
、
元
原
代

表
は
、
「
明
年
の
参
院
選
も
考

慮
し
、
ま
ず
一
議
席
増
の
六
名

で
議
席
回
復
に
全
力
を
傾
注
し

た
い
」
と
述
べ
た
。 

 

倉
敷
市
議
選
は
二
十
一
世
紀

開
幕
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
選
挙

で
あ
り
、
来
年
夏
の
参
議
院
選

挙
、
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
も

見
据
え
、
全
国
か
ら
も
注
目
さ

れ
る
選
挙
と
な
る
。 

 

公
明
党
に
と
っ
て
今
回
の
同

市
議
選
は
、
今
年
六
月
の
衆
院

選
挙
で
十
一
議
席
を
失
っ
た
こ

と
の
雪
辱
戦
の
第
一
歩
で
あ

り
、
参
議
院
、
都
議
選
で
の
完

全
勝
利
に
つ
な
げ
て
い
く
う
え

で
重
要
な
意
義
あ
る
選
挙
だ
。 

 

今
回
の
市
議
選
は
、
現
行
の

四
十
八
議
席
が
五
減
と
な
り
、

定
数
四
十
三
に
対
し
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
現
職
・
新
人
合
わ
せ

五
十
数
名
程
度
の
立
候
補
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
立
候
補
数
は

前
回
並
だ
が
、
定
数
減
の
た
め

に
候
補
者
を
絞
り
込
ん
だ
陣
営

も
あ
り
、
世
代
交
代
の
様
相
も

呈
し
、
か
っ
て
な
い
激
戦
が
予

想
さ
れ
る
。 

 

ま
た
、
同
日
の
記
者
発
表
で

は
、
高
田
総
支
部
長
よ
り
倉
敷

市
議
選
に
臨
む
重
点
政
策
（
別

掲
）
も
発
表
さ
れ
た
。 

 

明
春
の
倉
敷
市
議
選

に
六
名
の
公
認
候
補
擁

立
が
決
定
し
、
ま
た
高

田
総
支
部
長
の
勇
退
も
あ
わ
せ

て
決
定
し
た
。
五
期
二
十
年
、

本
当
に
ご
苦
労
様
と
申
し
上

げ
、
後
継
の
育
成
を
お
願
い
し

た
い
▼
高
田
市
議
の
初
当
選
は

昭
和
五
十
六
年
。
そ
の
前
年
五

十
五
年
は
、
突
然
の
衆
参
ダ
ブ

ル
選
挙
。
そ
し
て
、
時
の
首
相

が
選
挙
中
に
急
死
す
る
と
い

う
、
誰
も
予
想
で
き
な
か
っ
た

状
況
の
選
挙
戦
で
、
公
明
党
は

全
国
的
な
大
敗
北
と
な
り
、
岡

山
県
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
反
転
攻
勢
と
な
っ
た
の
が

五
十
六
年
の
倉
敷
市
議
選
で
あ

り
、
昭
和
五
十
八
年
の
「
奪

還
」
の
要
因
と
も
な
っ
た
事
は

忘
れ
が
た
い
。
そ
の
時
の
岡
山

県
の
公
明
候
補
の
得
票
、
十
六

万
二
千
余
票
は
今
も
っ
て
最
高

票
と
な
っ
て
い
る
▼
思
え
ば
倉

敷
市
議
選
は
、
た
え
ず
政
局
の

節
目
に
行
わ
れ
る
重
要
な
選
挙

だ
。
平
成
八
年
の
衆
議
院
選
挙

で
敗
北
感
漂
う
中
で
の
市
議
選

が
、
前
回
平
成
九
年
の
市
議
選

だ
っ
た
。
結
果
的
に
は
、
そ
れ

ま
で
以
上
に
全
国
的
な
注
目
を

集
め
る
こ
と
と
な
り
、
大
勝
利

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が

全
国
に
波
動
を
与
え
、
そ
の
ま

ま
翌
年
の
参
院
選
の
勝
利
と

な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果

が
「
新
生
公
明
党
」
で
あ
り
、

与
党
と
な
っ
た
公
明
党
に
現
れ

て
い
る
。
ま
さ
し
く
四
年
前
と

は
「
隔
世
の
感
」
が
あ
る
▼
い

よ
い
よ
我
々
が
待
ち
に
待
っ
た

二
十
一
世
紀
。
夏
の
参
院
選

は
、
各
政
党
と
も
生
き
残
り
を

賭
け
た
熾
烈
な
選
挙
戦
と
な
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
冒

頭
と
な
る
倉
敷
市
議
選
。
色
々

な
思
い
が
交
錯
す
る
が
と
も
か

く
大
勝
利
し
、
参
院
選
で
は
、

昭
和
五
十
八
年
の
衆
院
選
を
上

回
る
過
去
最
高
票
を
獲
得
し
て

い
き
た
い
。
（
Ｔ
） 

発行者：公明党倉敷総支部 

     広報宣伝部 

住 所：倉敷市松江1-3-2 

倉
敷
市
議
選
に
臨
む
重
点
政
策
も
あ
わ
せ
て
発
表 

倉敷市議選に臨む重点政策 
 

｢安心｣と｢活力｣の21世紀へ希望の出発を！ 
 21世紀という新たなる世紀のスタートとなる2001年初

頭の倉敷市議会議員選挙は､倉敷市政にとって､また43万
市民にとって､かつてない重要な選挙であります｡公明党

は､「市民のしあわせ」と「福祉社会」実現のため､全力で

戦い大勝利を期してまいりたい｡そのためにも43万市民

の期待に応えるべく､今までの市政を総括し､今後４年間

の重要課題を10項目にまとめ､政策実行を誓うものです。 

 公明党倉敷市議団は､「安心」と｢活力｣にあふれた倉敷

市構築のため､公明党の立党精神｢大衆とともに」との決

意も新たに､これらの諸課題に全力で取り組んでいくも

のであります｡ 

 

21世紀希望のまち－倉敷プロジェクト 10 
  

みんなで創る新しいまち－倉敷   

1.市民のための行政改革を推進します。 
2.電子行政の推進を図り、情報化社会へ積極的に取り          
組みます。 

3.バリアフリーのまちづくりを推進します。 
4.男女が平等に社会参画できる社会の実現を目指しま

す。 

 

心安らぐまち－倉敷  

1.少子高齢社会への取り組みを充実させます。 
2.ゴミゼロを目指し、循環型社会の実現を推進します。 
3.人間教育の推進を図り健全な青少年対策を推進しま   
す。 

 

いきいき輝くまち－倉敷  

1.景気・雇用の安定と充実を図ります。 
2.農林水産業の振興を推進します。 
3.文化・スポーツの振興を促進します。 

公明党倉敷総支部 

公
認
候
補
予
定
者 

大
月
順
一
朗

（
現
五
期
） 

党
県
国
際
局
長
、
児
島
支
部

支
部
長
、
六
十
才 

今
井
仁
三

（
現
四
期
） 

党
県
企
業
団
体
局
長
、
倉
敷

東
支
部
支
部
長
、
五
九
才 

宇
野
一
夫

（
現
三
期
） 

党
県
教
育
改
革
推
進
会
議
議
長
、

倉
敷
支
部
支
部
長
、
五
四
才 

梶
田
省
三

（
現
二
期
） 

党
県
県
民
運
動
局
長
、
水
島

支
部
支
部
長
、
四
四
才 

牧
野
規
子

（
新
人
） 

党
県
女
性
局
次
長
、
四
六
才 

森
分
敏
明

（
新
人
） 

党
県
青
年
局
次
長
、
四
三
才 

必
勝
を
期
す
六
名
。
左
か
ら
、
大
月
、
今
井
、
宇

野
、
梶
田
、
牧
野
、
森
分
の
各
候
補
予
定
者
。 

 

公
明
党
岡
山
県

本
部
で
は
、
県
本
部

県
民
運
動
局
（
局
長

＝
梶
田
省
三
倉
敷

市
議
）
・
同
青
年
局

（
局
長
＝
増
川
英

一
岡
山
市
議
）
と

「
岡
山
県
伊
豆
諸

島
災
害
救
援
の
会
」

が
、
９
月
２
日
・
３

日
に
街
頭
で
の
募

金
活
動
を
展
開
し

た
。 

 

こ
の
う
ち
、
３
日

に
Ｊ
Ｒ
倉
敷
駅
前

で
行
わ
れ
た
募
金

活
動
に
は
、
高
田
総

支
部
長
を
先
頭
に
、

倉
敷
市
選
出
の
高

橋
県
議
、
そ
し
て
大

月
市
議
・
今
井
市

議
・
宇
野
市
議
・
梶

田
市
議
の
４
名
ら
、

と
と
も
に
牧
野
規

子
県
女
性
局
次
長
・

森
分
敏
明
県
青
年

局
次
長
（
以
上
、
来

春
の
市
議
選
公
認

候
補
予
定
者
）
が
参

加
。
青
年
党
員
と
と

も
に
三
宅
島
の
全
住
民
避
難
な
ど

の
現
状
を
訴
え
、「
被
災
者
の
生
活

再
建
へ
皆
様
の
真
心
の
募
金
を
」

と
道
行
く
人
々
に
協
力
を
呼
び
か

け
た
。 

 

な
お
、
前
日
２
日
に
は
岡
山
市

の
天
満
屋
ア
リ
ス
の
前
広
場
で
も

岡
山
市
議
・
青
年
党
員
が
中
心
と

な
っ
て
、
募
金
活
動
を
展
開
し

た
。 

伊豆諸島災害救援の募金活動を展開 

募
金
を
呼
び
か
け
る
倉
敷
市
議
ら
。 

共鳴 
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特集！倉敷市議選公認候補予定者の紹介

大
月
順
一
朗 

も
り
わ
け
敏
明

お
お 

 
 

つ
き 

 

じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う

今
井
し
ん
ぞ
う 

い
ま 

 
 

い 
 
 
 

仁 
 
 
 
 
 

三

う
の
一
夫 

宇 
 
 
 
 
 

野 
 
 
 
 

か
ず 

 
 

お

か
じ
た
省
三 

 

梶 
 
 
 
 
 
 

田 
 

し
ょ
う
ぞ
う

ま
き
の
規
子 

牧 
 
 
 
 
 
 
 

野 
 
 

の 
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こ

森 
 
 
 
 
 
 
 

分 
 
 
 

と
し
あ
き

　

経
　
　
歴

　
昭
和
14
年
10
月
児
島
唐
琴
生
ま
れ

学
歴

　
私
立
琴
浦
中
学
校
卒
業

　
県
立
児
島
高
等
学
校
卒
業

　
神
戸
市
外
国
語
大
学
卒
業

職
歴

　
高
千
穂
交
易(

株)
(

現
日
本
ユ
ニ
シ
ス)

　(

株)

ビ
ッ
ク
ジ
ョ
ン

昭
和
56
年 

倉
敷
市
議
初
当
選(

現
５
期)

現
在

　
公
明
党
県
本
部
国
際
局
長

　
同
児
島
支
部
支
部
長

　
唐
琴
自
治
会
顧
問

　
児
島
美
術
協
会
会
員

　
鷲
山
吟
詠
会
顧
問

　
倉
敷
の
国
際
化
を
考
え
る
会
会
長

　
倉
敷
ユ
ネ
ス
コ
協
会
理
事
、
同
事
務
局
長

　
倉
敷
瀬
戸
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

家
族
：
母
、
妻
、
一
男
、
二
女

現
住
所
：
倉
敷
市
児
島
唐
琴
町
４-

５-

28

　
　
主 

な 

実 

績

①
文
化

●

美
術
団
体
・
美
術
鑑
賞
団
体
の
設
立
と
育
成
。

●

小
中
学
生
の
絵
画
展
「
私
の
町
の
宝
物
」
の
創
設
。

●

郷
土
の
偉
人
「
大
原
孫
三
郎
」
の
城
山
三
郎
に
　

　

よ
る
小
説
化
・
ド
ラ
マ
化
。

●

国
際
音
楽
都
市
建
設
の
為
、
倉
敷
音
楽
祭
・
音
　

　

楽
図
書
室
の
充
実
。

②
国
際
化
と
国
際
貢
献

●

倉
敷
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
設
立
ア
ジ
ア
の
発
展
途
上

　

国
の
教
育
に
貢
献
。

●

国
際
化
に
対
応
し
た
学
校
教
育
の
為
、
全
中
学
校

　

に
外
国
人
英
語
教
師
（
Ａ
Ｅ
Ｔ
）
の
配
置
。

●

民
間
国
際
交
流
団
体
の
設
立
と
世
界
平
和
の
為
の

　

市
民
運
動
の
推
進
。

③
福
祉
・
医
療

●

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
制
定
促
進
。

●

琴
浦
地
区
に
特
別
擁
護
老
人
ホ-

ム
の
建
設
・
唐
琴
に
医
療

　

施
設
の
誘
致
促
進
。

●

Ｊ
Ｒ
児
島
駅
に
エ
レ
ベ-

タ
・
エ
ス
カ
レ-

タ
設
置
促
進
。

　

略
　
　
歴

・
昭
和
15
年
10
月
生
ま
れ

・
慶
応
義
塾
大
学
法
学
部
卒
業

・
昭
和
60
年
１
月
倉
敷
市
議
初
当
選

(

現
４
期)

現
在

　
倉
敷
市
議
会
副
議
長

　
公
明
党
県
本
部
幹
事

　
　
同
　
団
体
企
業
局
長

　
　
同
　
倉
敷
市
東
支
部
支
部
長

　
庄
新
町
町
内
会
長

　
庄
学
区
地
域
活
動
促
進
協
議
会
顧
問

　
庄
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
顧
問

現
住
所
：
倉
敷
市
庄
新
町
６-

５-

15

家
　
族
：
妻
、
次
男

好
き
な
言
葉

　
　
「
人
に
は
春
風
の
如
く
や
さ
し
く
、
自

　
　
　
己
に
は
秋
霜
の
如
く
厳
し
く
！
」

趣
　
味
：
カ
ラ
オ
ケ
、
将
棋
、

　
　
　
　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
　
主 

な 

実 

績

●

全
国
で
も
類
の
な
い
大
型
合
併
浄
化
槽
へ
の
補
助

　
　

金
制
度
導
入(

庄
新
町
、
倉
敷
ハ
イ
ツ
、
イ
ト
ー

　
　

ピ
ア
、
天
神
団
地
、
観
音
台
、
西
坂
台
グ
リ　
ー

　
　

ン
ハ
イ
ツ
、
天
城
台
、
パ
ス
コ
タ
ウ
ン
福
島

)

。

●

く
ら
し
き
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ
の
建
設
。

●

寝
た
き
り
高
齢
者
等
訪
問
歯
科
診
療
事
業
の
導
入
。

●

庄
地
区
へ
憩
い
の
家
建
設
。

●

ち
ほ
う
性
老
人
へ
の
は
い
か
い
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
　
　

　

ワ
ー
ク
の
創
設
。

●

子
供
が
安
心
し
て
遊
べ
る
公
園
砂
場
の
推
進
。

●

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
自
動
交
付
機

(

住
民
票
等)

の
　

　

創
設
。

●

院
内
学
級
の
創
設
と
推
進
。

●

車
い
す
で
も
利
用
で
き
る
市
民
農
園
の
創
設
。

●

学
校
施
設
の
開
放
推
進
。

●

救
急
救
命
士
の
創
設
、
推
進
。

●

乳
幼
児
医
療
費
４
歳
児
未
満
無
料
化
の
推
進
。

●

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
。
く
ら
し
き
ス
ポ
レ
ク
祭
り
の
創
設
。

●

市
営
住
宅
入
居
基
準
の
見
直
し
。

●

資
源
ゴ
ミ
回
収
を
行
う
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
制
度
の
創
設

。

　
略
　
　
歴

昭
和
31
年
３
月
26
日
倉
敷
市
に
生
ま
れ

県
立
児
島
高
校
卒
業

創
価
大
学
文
学
部
卒
業

平
成
５
年
倉
敷
市
議
初
当
選
（
現
２
期
）

現
在
：
決
算
特
別
委
員
長

　
　
　
市
議
会
建
設
委
員

�

　
　
公
明
党
県
本
部
県
民
運
動
局
長

�

　
　
党
倉
敷
南
支
部
支
部
長

家
族
：
妻
、
長
女
、
長
男
、
母
の
５
人

　
　
　
家
族

住
所
：
倉
敷
市
松
江
１-

３-

２

HP…http://www1.harenet.ne.jp/~syo-chan/index.htm

　
　
主 

な 

実 

績

●

乳
幼
児
医
療
費
４
歳
児
未
満
へ
の
拡
大

●

乳
幼
児
健
康
診
査
無
料
券
の
拡
大

●

介
護
手
当
の
拡
充

●

介
護
保
険
適
正
運
営
協
議
会
の
設
置

●

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
利
用
改
善

●

医
療
マ
ッ
プ
の
作
成

●

産
後
ケ
ア
ー
事
業
の
促
進

●

低
床
バ
ス
の
導
入
促
進

●

子
育
て
支
援
制
度
の
推
進

●

児
童
ク
ラ
ブ
関
係
費
補
助
金
の
拡
充

●

保
育
所
施
設
整
備
の
拡
充

●

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
雇
用
促
進

●

高
度
情
報
化
シ
ス
テ
ム
の
推
進

●

市
政
情
報
化
の
促
進
と
Ｈ
Ｐ
の
充
実

●

水
島
臨
海
鉄
道
の
利
便
性
の
向
上

●

バ
リ
ア
ー
フ
リ
ー
化
の
促
進

●

奨
学
金
制
度
の
拡
充

●

小
中
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
育
の
整
備
・
充
実

●

不
要
図
書
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
ビ
デ
オ
CD
の
貸
し
出
し

●

中
学
生
議
会
の
開
催

●

ふ
れ
あ
い
教
室
と
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
拡
充

●

通
学
路
・
交
通
安
全
対
策
の
整
備
充
実

●

ね
た
き
り
高
齢
者
へ
の
訪
問
理
容
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

　

経
　
　
歴

昭
和
21
年
９
月
19
日
生
ま
れ
　
倉
敷
市
出
身

昭
和
40
年
４
月
岡
山
県
立
天
城
高
校
卒
業
　

昭
和
44
年
４
月
中
央
大
学
文
学
部
卒
業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭
和
59
年
２
月
貝
沼
次
郎
衆
議
院
議
員
秘
書

平
成
元
年
１
月
倉
敷
市
議
初
当
選
（
現
３
期
）

現
住
所
　
岡
山
県
倉
敷
市
笹
沖
２
０
１-

２

家
族
：
妻
、
長
男
、
二
男
。

趣
味
：
パ
ソ
コ
ン
、
囲
碁
、
音
楽
鑑
賞
、
ド

　
　
　
ラ
イ
ブ
、
カ
メ
ラ
。

好
き
な
人
物
：
坂
本
竜
馬
、
勝
海
舟
、
周
恩

　
　
　
　
　
　
来
、
勝
小
吉
、
ケ
ネ
デ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
、
諸
葛
孔
明

印
象
に
残
る
本
：
三
国
志
、
竜
馬
が
い
く
、

　
　
　
　
　
　
　
落
日
燃
ゆ
。

そ
の
他
：
葦
高
・
大
高
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
協

　
　
　
　
議
会
顧
問
　
笹
沖
青
年
団
顧
問

現
在

　
党
県
幹
事
、
党
県
教
育
推
進
会
議
議
長
、

　
党
倉
敷
市
議
団
幹
事
長
、
党
倉
敷
支
部
長

HP…http://www1.harenet.ne.jp/~unochan/index.htm

　
　
主 

な 

実 

績

●

３
歳
児
教
育
の
導
入
推
進

●

入
札
の
公
平
透
明
化
の
推
進�

●

中
州
消
防
署
出
張
所
建
設�

●

高
度
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
の
推
進

●

市
民
便
利
帖
の
改
定
増
刊�

●

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

●

く
ら
し
き
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ
の
建
設
推
進

●

倉
敷
保
健
所
建
設
推
進�

●

母
子
グ
ル
ー
プ
活
動
拠
点
事
業
の
推
進

●

寝
た
き
り
の
人
に
訪
問
歯
科
検
診

●

精
神
障
害
者
の
作
業
所
に
補
助
金
Ｕ
Ｐ

●

医
療
マ
ッ
プ
の
作
成�

●

産
後
ケ
ア
ー
事
業
の
促
進�

●

子
育
て
支
援
制
度
の
推
進�

●

児
童
手
当
支
給
対
象
年
齢
の
拡
大

●

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
充
実

●

市
営
住
宅
の
修
繕
の
住
民
負
担
の
軽
減
の
実
現

●

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
に
向
け
て
、
条
例
化
を
推
進

●

寝
た
き
り
の
高
齢
者
へ
の
訪
問
理
容
サ
ー
ビ
ス
補
助

●

乳
児
一
般
健
康
診
査
無
料
券
拡
大[

２
枚
↓
３
枚]

 

●

市
役
所
、
倉
敷
駅
な
ど
へ
の
公
衆
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
設
置

●

情
報
公
開
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
条
例
の
推
進

　
　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
28
年
12
月
28
日
倉
敷
市
生
ま
れ

昭
和
47
年
３
月
岡
山
県
立
児
島
高
校
卒
業
　

昭
和
51
年
３
月
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
卒

　
同
  
年
４
月
本
四
連
絡
橋
公
団
へ
就
職

昭
和
55
年
12
月
結
婚
に
よ
り
退
社

　
　
退
職
後
、
中
高
校
生
を
対
象
に
英
語
塾
を

　
約
10
年
間
続
け
る

現
住
所
　
岡
山
県
倉
敷
市
亀
島
２-

22-

22

家
族
：
夫
、
長
女
（
高
１
）
、
長
男
（
小
３
）

趣
味
：
読
書
（
哲
学
・
伝
記
物
が
好
き
）

尊
敬
す
る
人
：
ガ
ン
ジ
ー

身
長
…
１
６
３
㎝

血
液
型
…
Ｏ
型

長
所
…
お
お
ら
か
、
誠
実

短
所
…
短
気

現
在
…
公
明
党
県
本
部
女
性
局
次
長

　
ま
き
の
規
子
の
抱
負

福
　
祉

　
父
を
介
護
し
て
い
る
母
が
ス
ト
レ
ス
か

ら
心
臓
発
作
を
起
こ
し
何
度
も
入
院
。
介

護
に
は
大
変
な
体
力
と
経
済
力
と
ス
ト
レ

ス
が
と
も
な
う
事
を
肌
身
で
感
じ
ま
し
た
。

老
後
を
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
物
心
共
の
福

祉
行
政
を
目
指
し
ま
す
。

教
　
育

　
高
１
、
小
３
の
子
育
て
真
っ
最
中
で
す
。

長
女
長
男
の
年
の
差
は
７
才
。
７
年
間
で

子
供
の
質
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

生
き
る
力
の
低
下
、
学
力
の
低
下
、
頑
張

ろ
う
と
す
る
力
の
低
下
を
感
じ
ま
す
。
読

書
運
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
他
の
国
と
の

交
流
な
ど
、
強
い
心
を
は
ぐ
く
む
教
育
の

必
要
性
を
強
く
思
い
ま
す
。

環
　
境

　
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
の
時
代

は
終
わ
り
ま
し
た
。
循
環
型
社
会
基
本
法
の
成

立
に
よ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
型
社
会
を
推
進
し
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
目
指
し
ま
す
。

　
略
　
　
歴

昭
和
32
年
７
月
11
日
　
生
ま
れ

昭
和
51
年
　
県
立
玉
島
高
校
卒
業

昭
和
55
年
　
金
沢
工
業
大
学
工
学
部
卒

昭
和
56
年
　
菱
友
計
算
（
株
）
入
社

現
在
、
党
県
本
部
青
年
局
次
長

家
族
…
妻
、
長
男(

中
１)

長
女(

小
４)

住
所
…
倉
敷
市
玉
島
乙
島
４
１
３
８-

１

趣
味
：
映
画
鑑
賞

得
意
な
こ
と
：
パ
ソ
コ
ン
。
た
だ
い
ま

　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成

　
　
　
　
　
　
中
で
す
。

私
の
主
張
（
目
指
す
も
の
）

　
「
安
心
」
と
「
活
力
」
の

　
　
　
　
　
21
世
紀
へ
希
望
の
出
発

（
一
人
ひ
と
り
が
輝
け
る
社
会
を
）

①
市
民
が
主
役
の
、
市
民
に
開
か
れ
た
市
政

　
を
推
進
し
ま
す

②
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
で
き
る
街
づ
く

　
り
を
目
指
し
ま
す

　
●

誰
で
も
気
軽
に
安
く
利
用
で
き
る
イ
ン
タ

　
　

ー
ネ
ッ
ト
社
会
を

③
少
子
・
高
齢
社
会
の
対
応
を
推
進
し
ま
す

　
●

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

　
●

医
療
・
福
祉
・
介
護
の
充
実

　
●

こ
ど
も
の
瞳
が
輝
く
社
会
を
築
き
ま
す

④
３
ゼ
ロ
社
会
を
目
指
し
ま
す

　
●

ム
ダ
０
：
行
政
改
革
の
断
行

　
●

エ
ゴ
０
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
社
会
の
構
築

　
●

ゴ
ミ
０
：
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
推
進

⑤
心
豊
か
な
人
間
教
育
を
目
指
し
ま
す
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